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『
Ｖ
ｉ
ｌ
ｉ
ｖ
Ｓ
５
』
で
使
わ
れ
て
い

る
Ｃ
Ｐ
Ｕ
は
Ａ
ｔ
ｏ
ｍ
の
Ｚ
シ
リ
ー
ズ
。

そ
の
た
め
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
は
Ｐ
ｏ
ｕ
ｌ
ｓ

ｂ
ｏ
用
の
ド
ラ
イ
バ
と
な
る
が
、
標
準

で
は
導
入
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
８
０

０
×
６
０
０
ド
ッ
ト
の
解
像
度
で
し
か

表
示
さ
れ
な
い
。
ま
ず
は
こ
の
ド
ラ
イ

バ
を
入
手
し
、
本
来
の
１
０
２
４
×
６

０
０
ド
ッ
ト
で
表
示
で
き
る
よ
う
に
し

よ
う
。
な
お
、
本
製
品
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

機
能
も
標
準
で
は
使
え
な
い
た
め
、
別

途
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
で
利
用
で
き
る
Ｕ
Ｓ
Ｂ

接
続
の
有
線
、
も
し
く
は
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

ア
ダ
プ
タ
ー
が
必
要
だ
。

ド
ラ
イ
バ
は
、Launchpad

の

U
buntu

M
obile

チ
ー
ム
の
も
の
を
利

用
す
る
。
手
順
と
し
て
は
、
認
証
キ
ー

と
リ
ポ
ジ
ト
リ
を
追
加
し
、
Ｓ
ｙ
ｎ
ａ
ｐ

ｔ
ｉ
ｃ
を
使
っ
て
関
連
フ
ァ
イ
ル
を
ま
と

め
て
イ
ン
ス
ト
ー
ル
。
そ
の
後
、
設
定

を
一
部
書
き
換
え
て
再
起
動
す
る
と
い

う
も
の
だ
。
こ
れ
は
ソ
ニ
ー
の
『VAIO

type
P

』や
デ
ル
の『Inspiron

m
ini12

』

な
ど
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
場
合
と
同

じ
手
法
だ
。
た
だ
し
、
ひ
と
つ
だ
け
注

意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
起
動
オ
プ
シ

ョ
ン
の
「spash

」
が
有
効
だ
と
起
動

に
失
敗
し
、
カ
ー
ソ
ル
だ
け
の
真
っ
暗

な
画
面
に
な
る
こ
と
。
再
起
動
す
る
前

に
必
ず
「

/boot/grub/m
enu

.lst

」
を
編
集
し
、「nosplash

」
と
書

き
換
え
る
の
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
よ

う
。
も
し
忘
れ
て
い
た
場
合
は
、
起
動

時
に[

ｅ]

キ
ー
を
押
し
て
起
動
オ
プ
シ

ョ
ン
を
変
更
す
れ
ば
い
い
。

98

¡4.8インチ液晶を搭載する約400グラ
ムの超軽量UMPC。CPUはAtom Z520
を採用。キーボードはなく、タッチパ
ネルで操作する。

●ブルレー
●http://brule.co.jp/

直販価格　5万9800円〜

Viliv S5
今回の達成度 各機能の動作状況

™画面表示はできるものの動かない機能が多く、
単体で使うのは厳しい結果になった。

62% ディスプレー ○（100％）

無線LAN ×（90％）

タッチパネル ×（20％）

Bluetooth ○（100％）

GPS ×（0％）

デ
ィ
ス
プ
レ
ー

最
大
解
像
度
で

表
示
可
能
に
す
る

パッケージを追加する2

™まずはSynapticを使って認証キーとリポジ
トリを追加しておく。

認証キーとリポジトリの追加1

™Poulsbo用のドライバを読み込むよう、「/et
c/modules」の末尾に「psb」を追記する。

「psb」を追記する3

隊長

みやさと
重い腰を上げればやる

気を出す切り込み隊長。
ただし基本は他人任せ。

隊員

ベーコン
Ubuntuは使うけれ

ど浅く広くがモットー。
Bluetoothが好き。

vol.01
特殊部隊『動かし隊』とは？

ひとつでも多くの機器をウィンドウズから救おうと結成され
た特殊部隊。Ubuntuで動かすことを目的としているが、力及
ばず動かせなくてもネタが増えたと喜ぶヌルイ部隊である。

文 宮里圭介　撮影 岡田清孝

●認証キーの追加
sudo apt-key adv --recv-keys
--keyserver keyserver.ubun-
tu.com C6598A30

●リポジトリの追加
deb http://ppa.launchpad.net/
ubuntu-mobile/ppa/ubuntu
jaunty main
deb-src http://ppa.launch
pad.net/ubuntu-mobile/ppa/
ubuntu jaunty main

●ファイルを編集
/etc/modules

「psb」を追記

™「/boot/grub/menu.lst」を編集し、kernelのオ
プション「splash」を「nosplash」に変更する。

「nosplash」に変更する3
●ファイルを編集
/boot/grub/menu.lst

→「nosplash」へ変更

™［検索］（クイック検索ではない）を使って
「poulsbo」を検索し、パッケージをすべて追加。



標
準
で
認
識
さ
れ
な
い
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

の
設
定
方
法
と
し
て
は
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ

ｓ
用
の
ド
ラ
イ
バ
を
流
用
す
る
「ndis-

w
rapper

」
が
定
番
だ
が
、
試
し
て
み

る
も
使
え
な
か
っ
た
の
で
次
の
手
へ
。

状
況
を
確
認
す
る
た
め
「dm

esg
」
で

ロ
グ
を
確
認
し
て
み
る
と
、
な
に
や
ら

フ
ァ
イ
ル
が
足
り
な
い
と
い
う
よ
う
な

こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
の

フ
ァ
イ
ル
を
追
加
し
て
み
る
と
、
見
事

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
機
能
を
認
識
し
、
ア
ク
セ

ス
ポ
イ
ン
ト
の
検
出
ま
で
可
能
に
な
っ

た
。
た
だ
し
、
接
続
し
よ
う
と
す
る
と

必
ず
フ
リ
ー
ズ
。
動
作
は
す
る
が
機
能

は
使
え
な
い
、
と
い
う
微
妙
な
結
果
に
。

利
用
で
き
た
。
問
題
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

電
源
オ
フ
か
ら
起
動
し
た
場
合
に
使
え

な
い
こ
と
。
一
度
Ｘ
Ｐ
を
起
動
し
て
、

機
能
を
有
効
に
し
て
か
ら
再
起
動
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
実
は
こ
れ
、
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
も
タ
ッ
チ
パ
ッ
ド
も
同
じ
仕

様
。
機
能
を
オ
ン
、
オ
フ
で
き
る
『Vil

ivM
anager

』
が
動
け
ば
い
い
の
だ
が
、

Ｗ
ｉ
ｎ
ｅ
を
使
っ
て
も
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
上
で

は
動
作
し
な
か
っ
た
。
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無
線
L
A
N

ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
の

検
出
ま
で
は
で
き
る
が
…
…

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
や
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
と
く

ら
べ
、
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
ｔ
ｏ
ｏ
ｔ
ｈ
は
と
て
も
素

直
。
な
に
も
す
る
こ
と
な
く
認
識
さ
れ

て
お
り
、
た
め
し
に
マ
ウ
ス
を
接
続
し

て
み
た
が
、
と
く
に
問
題
な
く
ス
グ
に

B
lu
e
to

o
th

あ
っ
け
な
く
動
作
す
る
も

Ｘ
Ｐ
で
の
設
定
に
注
意

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
が
ど
の
デ
バ
イ
ス
で

動
い
て
る
の
か
確
認
し
よ
う
と
、「cat

」

コ
マ
ン
ド
で
「/dev/input

」
を
「eve

nt0

」
か
ら
順
に
見
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、

「event9

」
で
反
応
あ
り
。「lshal

」
で

の
詳
細
を
調
べ
、「evtouch

」
を
使
っ

た
設
定
フ
ァ
イ
ル
を
つ
く
っ
て
み
た
が
、

ど
こ
を
タ
ッ
チ
し
て
も
カ
ー
ソ
ル
が
右
上

に
し
か
動
か
な
い
と
い
う
半
端
な
動
作

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
他
機

種
で
使
わ
れ
て
い
る
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
の

ド
ラ
イ
バ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
。
タ
ッ
チ
す

る
と
半
端
に
反
応
は
あ
る
も
の
の
キ
ャ

リ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
ず
、
使
い
も
の

に
な
ら
な
か
っ
た
。

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

キ
ー
ボ
ー
ド
レ
ス
機
の

超
・
重
要
機
能
！

Ｘ
Ｐ
で
は
Ｃ
Ｏ
Ｍ
１
に
接
続
さ
れ
て

い
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
。
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
か
ら
「/d

ev/ttyS0

」
を
開
い
て
み
て
も
な
ん
の

デ
ー
タ
も
出
て
お
ら
ず
、
お
手
上
げ
状

態
。
こ
れ
以
上
は
な
に
を
す
れ
ば
い
い

の
か
思
い
つ
か
な
か
っ
た
。

Ｇ
Ｐ
Ｓ

Ｃ
Ｏ
Ｍ
１
に
あ
る
は
ず
が

ア
ク
セ
ス
で
き
ず

™ドライバをインストールしても、ハードウェ
アは「No」のまま。複数のバージョンで試
してみたが、結果は同じだった。

「ndiswrapper」を試す

™Bluetoothさえオンになっていれば、特別
な設定は不要。最初から動作し、スグにBlue
toothの機器を接続して利用できる。

問題なく動作

™GPSはデバイスマネージャーで見る
と、COM1に接続されている。

XPならちゃんと動いてる

™あと一歩なのにフリーズする。な
お、「wicd」で接続してもダメで、
「iwconfig」での手動接続もダメ。

接続するとフリーズ！ ファイルを入手してコピー

™「libertas」の行に注目。「sd8686_hel
per.bin」がないよと怒られている。このファ
イルがあれば、動くかも!?

起動ログに気になる文字が

™反応のあった「/dev/input/event9」を見て
みると、「ImPS/2�Generic Wheel Mouse」
の文字が。PS/2接続なの？

デバイスを確認

™知る人ぞ知る『mbook M1』はこ
のドライバで動くらしい。淡い期待
を抱いて、試してみることに。

ドライバを入手

ドライバをインストール

¢

な
ん
と
な
く
デ
バ
イ
ス
も
認
識
し
て
い
る
感

じ
で
ツ
ー
ル
も
起
動
す
る
が
、
カ
ー
ソ
ル
は
飛

び
、
キ
ャ
リ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
で
き
な
い
。

設定ツールは動く

¢

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
や
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
ｔ
ｏ

ｏ
ｔ
ｈ
を
オ
ン
、
オ
フ
設
定
で

き
る
『V

ilivM
anager

』。
Ｕ
ｂ

ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
起
動
前
に
こ
れ
で
機
能

を
オ
ン
に
す
る
。

XPでの設定ツール

viliv S5を
Ubuntuで使う
とこうなる
ゴテゴテと
周辺機器が……
Ubuntuは動作するものの、

無線LANとタッチパネルとい
う主要機能が使えないのが痛
い。そのため、普通に使おう
とすれば、マウスにキーボー
ド、LANアダプターが必須。
本体は小さいのになぁ……。

dmesglshal

http://home.eeti.com.
tw/web20/eGalaxTouch
Driver/linuxDriver.htm

●ドライバーをダウンロード
http://www.marvell.com/drivers/driv
erDisplay.do?driverId=203
●このファイルを解凍
SD-8686-LINUX26-SYSKT-9.70.3.p24-
26409.P45-GPL.zip
●さらにこのファイルを解凍
SD-8686-FEDORA26FC6-SYSKT-GPL-
9.70.3.p24-26409.P45.tar
●ファイルをコピー

「helper_sd.bin」を「sd8686_helper.
bin」へリネーム。これと「sd8686.bin」を
「/lib/firmware/」へコピー

●解凍してインストール
解凍→「sudo ./setup.sh」→「2で
PS/2を選択」

●コマンドで設定を追加
echo -n serio_raw > /sys/bus/
serio/devices/serio1/drvctl

●一度再起動

●ソフトを起動する
sudo /usr/local/eGalaxTouch
32/eGalaxTouch
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最
初
は
ド
ラ
イ
バ
が
収
録
さ
れ
た
Ｃ

Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
ド
ラ
イ
ブ
と
し
て
動
作
し
、

専
用
ド
ラ
イ
バ
が
組
み
込
ま
れ
て
い
れ

ば
モ
ー
ド
が
変
更
さ
れ
て
通
信
端
末
と

し
て
動
作
す
る
。
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
で
は

う
ま
く
機
能
す
る
が
、
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
で

は
専
用
ド
ラ
イ
バ
が
な
い
た
め
、
い
つ

ま
で
た
っ
て
も
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
の
ま
ま
。

通
信
し
た
く
て
も
、
通
信
端
末
と
認
識

し
て
く
れ
な
い
の
が
問
題
だ
。

こ
れ
を
可
能
に
し
て
く
れ
る
の
が
、

「usb_m
odesw

itch
」
と
い
う
ソ
フ
ト
。

機
器
に
特
殊
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
こ

と
で
モ
ー
ド
を
切
り
替
え
て
く
れ
る
。
こ

の
ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
、
送
信

す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
設
定
し
よ
う
。

¡下り最大21Mbpsの高速通信規格
HSPA＋に対応したUSB接続のデータ
端末。ドライバCD機能を内蔵し、挿
すだけでインストール可能。

●イーモバイル
●http://emobile.jp/

直販価格　1万7980円〜
（新にねん）

D31HW
今回の達成度 各機能の動作状況

™どの機能もまったく問題なく動作した。通信
速度も満足のいく結果だった。

100% 機器認識 ○（100％）

ネット接続 ○（100％）

マイクロSD ○（100％）

機
器
認
識

モ
ー
ド
変
更
が
必
要
な

特
殊
な
ハ
ー
ド
仕
様

さ
て
、
通
信
端
末
と
し
て
無
事
に
認

識
さ
れ
た
ら
、
次
は
接
続
設
定
だ
。
こ

の
と
き
忘
れ
が
ち
な
の
が
、
権
限
設
定
。

通
常
の
ユ
ー
ザ
は
モ
デ
ム
を
使
っ
た
ネ

ッ
ト
接
続
が
制
限
さ
れ
て
い
る
た
め
、

こ
れ
を
許
可
し
て
お
こ
う
。

「gnom
e-ppp

」
は
「/dev/ttyU

S
B
0

」
を
使
う
よ
う
指
定
す
る
。
ユ
ー
ザ

名
と
パ
ス
ワ
ー
ド
は
「em

」、
電
話
番

号
は
「*99***1#

」
と
、
よ
く
あ
る
イ

ー
モ
バ
イ
ル
用
の
設
定
で
オ
ー
ケ
ー
だ
。

ネ
ッ
ト
接
続

「gnom
e-ppp

」を
使
っ
て

ダ
イ
ア
ル
ア
ッ
プ
接
続

¡Windowsならドライバの
インストールに便利だが、
そのドライバをインストー
ルできないUbuntuでは、
いつまでたってもCD-ROM
ドライブのまま。よかれと
思ってつくられた機能なの
だろうが、アダになってし
まっている。

CD-ROMとしてしか見えない1

£[システム]-[システム設
定]-[ユーザとグループ]か
ら変更できる。[ロックの
解除]をしてからユーザの
プロパティを開き、[ユー
ザの権限]で設定しよう。

¡「Setup」で「Device:」
を変更する。ここで「/dev/
ttyUSB0」を指定するが、
ブルダウンの一覧には含ま
れていない。キーボードか
ら入力してやろう。

「/dev/ttyUSB0」を指定2 権限を変更する1

定義ファイルの作成4

™「lsusb」で認識状況を確認。「12d1:1446�Huawei
Technologies Co.,� Ltd.」と認識されていることがわかる。
この「12d1:1446」というIDをメモしておこう。

機器を確認してみる2

™「usb_modeswitch」を実行し、「lsusb」でIDを確認。
「12d1:1429」に変化してることがわかる。

モードを変更してみる5

™「ls」コマンドでデバイスを確認し
てみると、モード変更前はなかった
「/dev/ttyUSB0〜2」が追加されてい
るのがわかる。

通信ポートも追加！6

ソフトをインストール3
●認証キーの登録
sudo apt-key adv --keyserver keyserver.
ubuntu.com --recv-keys 9D0C02D0 

●リポジトリへ追加
deb http://ppa.launchpad.net/
daniele.domenichelli/backports/
ubuntu jaunty main
deb-src http://ppa.launchpad.net/
daniele.domenichelli/backports/
ubuntu jaunty main

●インストールするソフト
usb-modeswitch

™

本
体
に
内
蔵
さ
れ
て
る
マ
イ
ク
ロ
Ｓ
Ｄ

は
、
モ
ー
ド
変
更
後
に
利
用
可
能
に
。

マイクロSDも使える！

lsusb

sudo usb_modeswitchls -l /dev/ttyUSB*

lsusb

●ソフトの作成元を参照
http://www.draisberghof.de/usb_mod-
eswitch/usb_modeswitch.conf
で「Huawei E270+」を検索。

●/etc/usb_modeswitch.confを作成
「DefaultVendor」「DefaultProduct」
「MessegaContent」の3行をコピーして作成す
る。行頭のセミコロンは省くこと。



ACTION=="add", SUBSYSTEM=="usb", ATTRS{idVendor}=="12d1",
ATTRS{idProduct}=="1446", RUN+="/usr/sbin/usb_modeswitch"
ACTION=="add", SUBSYSTEM=="tty", RUN+="/usr/local/bin/tty-setting.sh"
ACTION=="remove", SUBSYSTEM=="usb", RUN+="/usr/local/bin/tty-setting.sh"

¡USBへと直に接続可能なGPS受信機。
低価格ながら、GPSの誤差を補正し、
測位精度を改善するWAASに対応。

●販売元 GISupply
●http://www.gpsdgps.com/

直販価格　3444円

ND-100
GPS USBドングル

USBデバイスの
固定と自動
実行するには

今回の達成度 各機能の動作状況

™難しい設定などは必要なく素直にすべての機
能が使えた。位置の捕捉もなかなかの精度。

100% 機器認識 ○（100％）

データ補足 ○（100％）

ソフト利用 ○（100％）

今
回
の
『
Ｄ
３
１
Ｈ
Ｗ
』
と
『
Ｎ

Ｄ-

１
０
０
』
は
、
単
体
な
ら
ど
ち
ら
も

「/dev/ttyU
SB

0

」
で
認
識
さ
れ
る
が
、

同
時
に
使
う
と
先
に
挿
し
た
ほ
う
が

「/dev/ttyU
SB

0

」
と
な
り
、
後
か
ら

挿
し
た
も
の
の
番
号
が
そ
の
あ
と
の

「/dev/ttyU
SB

1

」
と
変
わ
っ
て
し
ま

う
。
毎
回
デ
バ
イ
ス
を
確
認
し
、
手
動

で
設
定
す
れ
ば
い
い
だ
け
の
話
だ
が
、

正
直
い
っ
て
面
倒
く
さ
い
。
こ
う
い
っ

た
用
途
で
活
躍
し
て
く
れ
る
の
が

「udev

」
だ
。
ホ
ッ
ト
プ
ラ
グ
デ
バ
イ
ス

の
動
作
を
指
定
で
き
る
機
能
で
、
た
と

え
ば
『
Ｄ
３
１
Ｈ
Ｗ
』
を
「/dev/m

odem

」
に
固
定
す
る
、
と
い
っ
た
使

い
か
た
が
可
能
だ
。
ま
た
「gpsd

」
の

よ
う
に
、
毎
回
定
型
で
実
行
す
る
よ
う

な
ソ
フ
ト
は
デ
バ
イ
ス
名
を
気
に
し
な

い
で
自
動
実
行
で
き
る
の
が
う
れ
し
い
。

詳
細
な
使
い
か
た
は
省
略
す
る
が
、
左

の
よ
う
な
フ
ァ
イ
ル
を
つ
く
れ
ば
ほ
と
ん

ど
を
自
動
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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機
器
は
接
続
す
る
だ
け
で
「/dev/

ttyU
SB

0

」
と
認
識
さ
れ
る
の
で
、
あ

と
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
か
ら
の
デ
ー
タ
を
処
理
す

る
だ
け
。
こ
れ
は
「gpsd

」
を
使
え
ば

オ
ッ
ケ
ー
だ
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
も
な
っ
て

い
る
の
で
、
Ｓ
ｙ
ｎ
ａ
ｐ
ｔ
ｉ
ｃ
な
ど
で
イ

ン
ス
ト
ー
ル
し
よ
う
。
難
点
と
い
え
ば
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
活
用
で
き
る
ソ
フ
ト
を
探
す

こ
と
く
ら
い
だ
。

Ｇ
Ｐ
Ｕ
の
利
用

「g
p
s
d

」
を
使
っ
て

各
ソ
フ
ト
か
ら
利
用
可
能

挿す順番で変わる
デバイス名をわかりやすく

「gpsd」の設定を行う

●通信ポートの速度を設定
sudo getty 38400 ttyUSB0

●gpsdを起動する
sudo gpsd /dev/ttyUSB0

#!/bin/sh
case $ACTION in
add)

case "$ID_VENDOR_ID/$ID_MODEL_ID" in
12d1/1429)

if [ $ID_IFACE = "00" ] ; then
rm -f /dev/modem
ln -s $DEVNAME /dev/modem

fi
;;

067b/2303)
/sbin/getty 38400 $DEVNAME
/usr/sbin/gpsd -P /var/run/gpsd.pid $DEVNAME
;;

esac
;;

remove)
case $PRODUCT in
12d1/1429/0)

rm -f /dev/modem
;;

67b/2303/400)
kill `cat /var/run/gpsd.pid`
rm -f /var/run/gpsd.pid
;;

esac
;;

esac

™£最初は上の「xgps」で動
作を確認し、その後右の
「gpsdrive」を使ってみよう。
地図は自作しないとサビシイ。

なにかUSB機器が外されたことを感知したら、「/usr/
local/bin/tty-setting.sh」を実行する。

GPSの動作を
確認する

USB機器を外した場合の処理

「12d1/1429」（D31HW）に対し、デバイ
スを「/dev/modem」として固定認識する
よう設定している。

D31HWのデバイスを固定

「067b/2303」（ND-100）に対して、「getty」
で速度設定、「gpsd」の起動までを自動で
行なうように指定。

ND-100の自動処理

D31HWが取り外された場合、「 /dev/
modem」を削除するように設定。

デバイスの削除

ND-100が取り外された場合、「gpsd」を自
動で停止するよう指定。

「gpsd」の停止

tty（通信ポート）が追加されたら、「/usr/local/bin/tty-
setting.sh」を実行する。

通信ポートが増えたら実行

?
/usr/local/bin/tty-
setting.sh

/etc/udev/rules.d/
60-local.rulesID「12d1:1446」に該当する機器（D31HW）が装着さ

れたら、「usb_modeswitch」を実行する。

自動で「usb_modeswitch」を実行
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ア
キ
バ
を
ふ
ら
つ
い
て
た
ら
安
い
リ

モ
コ
ン
を
見
つ
け
、
な
ん
と
な
く
買
っ

て
み
た
の
が
こ
の
製
品
。Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ

の
Ｍ
Ｃ
Ｅ
用
だ
が
、
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
で
動

く
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。

使
用
し
た
の
は
、
赤
外
線
リ
モ
コ
ン

の
汎
用
ソ
フ
ト
の
「
Ｌ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
」（Lin

ux
Infrared

Rem
ote

C
ontrol

）。
Ｓ

ｙ
ｎ
ａ
ｐ
ｔ
ｉ
ｃ
で
探
す
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
あ
る
の
で
楽
勝
か
と
思
い
き
や
、
こ

の
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
は
機
器
を
認
識
し
て

く
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
本
家
サ

イ
ト
か
ら
最
新
版
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
作
成
。
こ
れ
を
使
う
こ
と
で
、
無
事

に
認
識
さ
れ
た
。
な
お
、
Ｍ
Ｃ
Ｅ
用
リ

モ
コ
ン
の
選
択
で
、
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
を

選
ぶ
の
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。

こ
こ
ま
で
で
受
信
機
の
認
識
は
で
き

た
が
、
本
当
に
リ
モ
コ
ン
の
信
号
を
受

信
で
き
る
か
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
。
簡

単
に
調
べ
た
い
場
合
は
、「cat

」
で
デ

バ
イ
ス
を
表
示
し
、
リ
モ
コ
ン
の
ボ
タ

ン
を
い
く
つ
か
押
し
て
み
れ
ば
い
い
。
意

味
の
わ
か
ら
な
い
表
示
が
大
量
に
出
て

き
た
ら
、
リ
モ
コ
ン
の
信
号
が
ち
ゃ
ん

と
受
信
で
き
て
い
る
証
拠
だ
。

し
っ
か
り
と
ボ
タ
ン
が
認
識
さ
れ
て

る
か
を
確
認
し
た
け
れ
ば
、「irw

」
を

使
う
。
起
動
す
る
と
待
ち
状
態
に
な
る

の
で
、
適
当
な
ボ
タ
ン
を
押
し
て
み
よ

う
。
押
し
た
ボ
タ
ン
と
名
前
と
が
一
致

し
て
い
れ
ば
オ
ー
ケ
ー
だ
。
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¡アキバで売ってたノーブランドのWind
ows Media Cener用リモコン。Win
dows Vistaではドライバ不要で動作。

●メーカー不明

実売価格　2480円前後

DH-MCR-IR
今回の達成度 各機能の動作状況

™受信機を認識させるまでは悩んだが、できて
しまえばカンタン。リモコンで、なにを操作す
るかのほうが悩んでしまった。

97% 機器認識 ○（100％）

ボタン設定 ○（100％）

ソフト設定 △（90％）

機
器
認
識

最
新
版
の
導
入
で

デ
バ
イ
ス
を
認
識

ボ
タ
ン
設
定

受
信
で
き
る
か

動
作
確
認
を
す
る

認識されず!?2
dmesg

¡「lirc」で検索してイン
ストールすると、リモコン
の種類を聞かれる。ここ
で、「Windows Media
Center Remotes（new
version）」を選択してみ
たが……。

「Synaptic」でインストール1

lsusb

リモコンの種類を選択4

™http://www.lirc.orgにアクセスし、最新版
（0.8.5）をダウンロードする。

™USBに何かが接続されたとわかるだけで、デバ
イスそのものは認識されていない。

™操作はカーソルとEnterキーで行な
える。[8�USB devices]を選択。

™[x Windows Media Center〜]を選
択。[new version]のほうを選ぼう。

£「dmesg」で確認すると、認識して
いることがわかる。また、「/dev/lirc0」
があることも確認しよう。

™解凍して「./configure」を実行。
[1�Driver〜]を選択する。

™リモコンの種類を選んだら、[3�Save configuration〜]で保存して自動の
環境設定を続行。その後makeしてインストールし、再起動する。

最新版を入手する3

設定を完了し作成する5
make
（lircの作成）

sudo make install
（インストール）

再起動

無事に認識！6
dmesg

ls -l /dev/lirc*

./configure（lircの作成環境設定）

™「sudo cat /dev/lirc0」とし、リモコンのボ
タンにあわせて表示が出れば成功。

受信状況を確認

™「irw」ならボタン名まで確認できる。押
したボタンと名前が一致するかチェック。

押したボタンの確認
irw（リモコン信号の受信）



¡ヘッドフォン出力とマイク入力を備
えたUSBサウンド。Windowsでは、接
続するだけでスグに利用できる。

●クリエイティブ
●http://www.creative.com/

実売価格　2100円前後

Sound Blaster
Play!

今回の達成度 各機能の動作状況

™挿すだけで使えるので動作させることそのも
のはラクチンだが、USBサウンドを優先して鳴
らす方法には少し手間取った。

100% 機器認識 ○（100％）

音声出力 ○（100％）

マイク入力 ○（100％）

リ
モ
コ
ン
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て

も
、
そ
の
リ
モ
コ
ン
で
操
作
で
き
る
ソ

フ
ト
が
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
手
近

な
も
の
と
し
て
、
メ
デ
ィ
ア
プ
レ
ー
ヤ
ー

ソ
フ
ト
を
操
作
し
て
み
よ
う
。
今
回
試

し
た
の
は
、『
Ｖ
Ｌ
Ｃ
』と『
Ｔ
ｏ
ｔ
ｅ
ｍ
』

の
２
つ
。
ど
ち
ら
も
プ
ラ
グ
イ
ン
な
ど

の
設
定
か
ら
、
リ
モ
コ
ン
機
能
を
有
効

に
で
き
る
。
な
お
、
停
止
や
再
生
と
い

っ
た
主
要
な
機
能
は
問
題
な
く
使
え
る

が
、
Ｖ
Ｌ
Ｃ
で
は
一
時
停
止
が
再
生
と

同
じ
だ
っ
た
り
、
Ｔ
ｏ
ｔ
ｅ
ｍ
で
は
早
送

り
と
巻
き
戻
し
が
き
か
な
か
っ
た
り
と
、

動
作
が
や
や
微
妙
。
た
だ
し
、
こ
れ
は

ソ
フ
ト
側
の
問
題
だ
。

機
器
そ
の
も
の
は
挿
す
だ
け
で
使
え

る
。
通
常
Ｕ
Ｓ
Ｂ
接
続
の
サ
ウ
ン
ド
を

優
先
す
る
に
は
「alsa-base.conf

」
を

書
き
換
え
る
の
が
常
套
手
段
だ
が
、
試

し
て
み
た
と
こ
ろ
効
果
が
な
か
っ
た
た

め
、[

効
果
音
の
設
定]

で
変
更
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
装
着
時
は
Ｕ
Ｓ
Ｂ
サ
ウ

ン
ド
、
外
し
た
と
き
は
内
蔵
の
サ
ウ
ン

ド
と
、
自
動
で
切
り
替
わ
っ
た
。

み
や
さ
と
（
以
下
、
み
）「
今
回
紹
介

し
た
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
は
ど
う
よ
？
」

ベ
ー
コ
ン
（
以
下
、
べ
）「
実
用
性
は

別
に
し
て
、
リ
モ
コ
ン
と
か
Ｇ
Ｐ
Ｓ
と

か
、
Ｕ
ｂ
ｕ
ｎ
ｔ
ｕ
で
使
え
な
さ
そ
う
な

も
の
を
そ
ろ
え
ま
し
た
し
、
な
か
な
か
よ

か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。」

み
「
Ｖ
ｉ
ｌ
ｉ
ｖ
Ｓ
５
は
残
念
な
感
じ

だ
け
ど
、
コ
レ
に
懲
り
ず
に
今
後
も
ち

っ
こ
い
Ｐ
Ｃ
は
や
っ
て
い
き
た
い
ね
。」

べ
「
具
体
的
に
考
え
て
ま
す
か
？
」

み
「
う
る
さ
い
！
そ
れ
は
い
ま
か
ら
考

え
る
ん
だ
ッ
！
今
回
は
ほ
と
ん
ど
オ
レ

が
探
し
た
機
器
じ
ゃ
な
い
か
。」

べ
「
ご
め
ん
な
さ
い
、ご
め
ん
な
さ
い
。次

回
は
ち
ゃ
ん
と
探
し
ま
す
か
ら
…
…
。」
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作戦会議
次
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は

何
に
す
る
？

™作戦会議なのにグダグダで、最後は反省会風
に。次回、べーコンの活躍に期待したいところ。

反省会 作戦会議中動かしてほしい

募集するぞ!!
を

購入前に動かし方を知りたい
機器、新しすぎて動かし方のわか
らない機器など、『動かし隊』への
リクエストや入隊希望はtwitter
で『＠ubuntumag』まで！

™「snd-usb-audio」を0に設定すると優先されるはずだが、チ
ップセット内蔵の音源が優先されたままだった。

™[編集]-[プラグイン]を開き、[赤外線
リモート制御]にチェックを入れれば、
リモコンが使えるようになる。

Totemはプラグイン

™[ツール]-[設定]で、設定の表示に[すべて]を
選択。[インターフェース]-[制御インターフェ
ース]で、[Infrared remote〜]にチェック。

VLCでは設定から

ソ
フ
ト
設
定

プ
レ
ー
ヤ
ー
ソ
フ
ト
で

リ
モ
コ
ン
を
使
っ
て
み
る

利
用
方
法

挿
す
だ
け
で
使
え
る
も

鳴
ら
す
に
は
設
定
が
必
須

™
[

シ
ス
テ
ム]-[
設
定]-[

サ
ウ
ン
ド]

を
開
き
、
Ｕ

Ｓ
Ｂ
サ
ウ
ン
ド
を
設
定
。「
Ｏ
Ｓ
Ｓ
」
を
選
ば

な
い
と
音
が
出
な
か
っ
た
。

手動で設定する 「alsa-base.conf」を変更
/etc/modprobe.d/alsa-base.confを編集

index=0へ変更

™インストールに必要なCDは、http://www.
mythbuntu.org/からISOイメージとしてダウ
ンロードできる。

Mythbuntuの入手方法

™Mythbuntuは起動直後から大きく見や
すいメニュー形式を採用。リモコンで操
作しやすいデザインとなっている。

リモコンに最適

『Mythbuntu』を快適操作！
普通のUbuntuではプレーヤーソ

フトくらいしかリモコンで操作する
ものがない。よりリモコンを使った
操作をしたければ、『Mythbuntu』
がオススメだ。これは、対応する
TVチューナーがあれば、録画予約
から再生まで、テレビ機能をひとと
おり提供してくれる優れたソフト、
『MythTV』をメインにすえたディス

トリビューションのひとつだ。これ
を使えば、PCをHDDレコーダーと
して生まれ変わらせることができる。
ただし、MythbuntuはUbuntuと

見た目が違うとはいえ、基本とな
るシステムは通常のUbuntuとまっ
たく同じ。そのため、今回紹介し
たリモコンを使いたければ、「LIRC」
最新版のインストールが必要となる。


